
ごみ出しは、収集日の午前5時から午前8時までに

前日の晩にごみを出すと、ごみ
を放置する時間が長くなるので、
カラスに荒らされる可能性が
高くなってしまうよ。

生ごみは、新聞や紙袋などに包んで、
ごみ袋の真ん中へ

カラスは、主に視覚でエサを探すので、
エサになる生ごみを隠すと被害が減るよ。

料理を作りすぎない、
食べ残しをしないように
カラスのエサとなる生ごみや残飯を
減らせば、被害は減少するよ。
生ごみは、水切りネットで水分をよく切ってから出そう。
腐敗を抑えることができるし、ごみの減量にもなるよ。

食べ物をくれるものと思われて、
カラスが人を怖がらなくなるよ
ごみ出しマナーを守っても、
エサやりをすれば、
カラスの被害はなくならないよ。

近年、カラスをはじめとする動物が「クリーンステーションに出されたごみを散乱させて困っている。」
というご相談が増えています。カラスは学習能力が高く、決定的な対策が見つかっていないというの
が現状です。しかし、ごみの出し方を工夫することにより、被害を減少させることができます。
クリーンステーションを清潔に保つため、カラス対策へのご協力をお願いします。

ごみ袋全体を
ネットで包んでね

ごみ袋がネットから
はみ出しているニャン

※ イノシシやアライグマなどによる被害の相談については、
『 神戸市鳥獣相談ダイヤル 078-333-4408 (8:00～21:00 年中無休) 』 へ



神戸市では、鳥獣被害のあるクリーンステーションを対象にカラス対策ネットの配布を行っています。

■ 配布対象：カラスによる散乱被害や、そのおそれのある神戸市が収集するクリーンステーション

■ 配布枚数：原則、１クリーンステーションあたり１枚（小サイズ２ｍ×３ｍ、大サイズ３ｍ×４ｍ）

※ ごみの量が多く、ネット１枚では覆いきれない場合は、環境局事業所にご相談ください。

■ 申 込 先 ：インターネットでの申込

※神戸市イベントサイトからのお申し込みとなります。

お願い 設置したカラス対策ネットなどの管理は、クリーンステーションを管理している地域の皆さんで
お願いいたします。
カラス対策ネットを固定したり、重しをつけるなどネットを加工する場合は、必ず事前に
お住まいの区の環境局事業所にご相談ください。
※ 平日8:00～16:30 ( 年末年始除く )

東灘 841-0161 / 灘 871-1081 / 中央 251-3521 / 兵庫 652-0981 / 
北 581-0460 / 長田 652-1441 / 須磨 731-2041 / 垂水 783-0333 / 西 961-1414

◆ 再配布：原則、前回の配布から３年以上経過し、経年劣化による破損などで配布した

カラス対策ネットが使用できなくなった場合は、再配布を行います。

インターネット申込
（上の二次元コードから神戸市イベントサイトへ）

お住まい区の
環境局事業所から
申込者に電話をします。
配布日程などを調整します。

お住まいの区の環境局事業所で
クリーンステーションの状況確認の上、
カラス対策ネットをお渡しします。
（申請書記入などが必要です。）

神戸市 カラス対策

こちらから


